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外国人市民会議の概要 
１．構成メンバー：11名（2014.7.6現在） 

                           

        
国名 中国 韓国 ドイツ デンマーク 

人数（名） 3 2 1 1 

国名 イギリス ペール ブラジル エルサルバドル 

人数（名） 1 1 1 1 

性別 女性 男性 

人数（名） 9 2 

国籍別 

姓別 

外国人数 

約5,000人 



選出方法 

募集方法 
 

 推薦の依頼 

 

 1.学生委員 

  ①市内の4大学へ 

   2.一般市民委員 

  ①市内の会社へ 

  ②日本語教室・国際交流団体等へ 

 

任期 
 

 任意 

 1.学生委員 

   

 2.一般市民委員 

  ①会社員 

  ②主婦層は安定的 

 3.年度ことに欠員の補充 

   



外国人市民会議の運営方法 

１ 管轄 

  藤沢市企画制作部平和国際課   

２．立ち上げ 

  2012.1.22（第1回目） 

３．会議の回数 

 ①年に３～４回（全9回開催） 

 ②１回：２時間程度 

 

 



コーディネーターの役割（現在） 

１．市民会議の方向性の模索 

  ：活動内容の提案 

２．委員の構成 

３．会議進行（内容通訳？） 

４．行政と委員との調整 

 



外国人市民会議の活動の内容 

提言（提案）活動 

•暮らしの改善(防災、日本語教室等の連携等） 

•政策への改善案（行政刊行物 等） 

 

アクション活動 

•多文化共生まちづくりに、直接成果が表れる活動 

藤沢市市民会議
の特徴 



「藤沢市グローバルビジョン」に向けて 

         （2012年策定） 

外国人側 日本人側 



つなぐ（現在） 

バイリンガル 

バイカルチャー 

日本在住の 

こども 

（国籍不問） 

外国人委員 



アクション活動の提案・ 

        実行の流れ 

1.事業の構想 

①事業名：（仮称）グローバル人材（中・高校生）パビリンオン 

②内容 

 1部：グローバル人材育成のための、 

    心得や気づきのワークショップ（経済的な観点） 

 ２部：大使によるグローバルパビリンオンの体験 

２.行政側に提案 

3.草案作成 

４.会議への提案：2013.10.5（第4回の会議）→決定 

5.開催：2014.5.20（4回の準備会議（内、自主打合せ1回） 

 



    実行（題名の変更） 



世界の経済と文化体験をしよう 

         （写真：藤沢市HPより） 



    世界の経済と文化体験をしよう 
           （写真：藤沢市HPより） 



  結果と今後 



つなぐ（コーディネーション） 

外国人

委員 

学生・住民 

行政 
委員同士 

外国人 

日本人 

 
 

・やさしい日本語 
・考えの相違の理解 

・相互の本音 
・会議の意義 

 
 
 

・アクション活動 

 
 
 
 
 

・やさしい日本語 
・考えの相違の理解 

・会議の意義 
・やりがい 

 
 
 
 
 



当事者コーディネーターとして 

 

当事者視点 

本音の環境（信頼） 

コミュニケーション 

 

メリット 

            

高度な言語力・文化力 

 （経験・相談） 

信頼 

デメリット 

 
・外国人の社会参加スタイルの提案 

・多文化共生の意義の共有 

（相互扶助） 

 

・信念 

・楽しむ 

・諦めない 


